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研究成果の概要：高い競技レベルで活動するジュニア選手とその親を対象とし，親の関わり方

と子どもの心理的発達について，心理臨床的アプローチを用いて検討した．予備検討として実

施した親子関係のパターンを明確にする尺度については，基礎的データを分析したところ，尺

度の修正が必要となり，今後の課題とした．同時進行していた事例的アプローチでは，積極的

干渉の強い親は，子どもの活動を応援する中で，子どもの父親像あるいは母親像の形成に大き

な影響を与えていることが明らかとなった． 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 1,600,000 0 1,600,000 

2007 年度 1,000,000 0 1,000,000 

2008 年度 800,000 240,000 1,040,000 

年度  

  年度  

総 計 3,400,000 240,000 3,640,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：健康・スポーツ科学・スポーツ科学 
キーワード：ジュニアスポーツ，親子関係，心理的発達，臨床スポーツ心理学 
 
１．研究開始当初の背景 

 近年，子どものスポーツ経験が，彼らの心

身の発達にどのような影響を与えるのかとい

ったテーマへの関心が高まっており，平成16

年の体育学会では，体育心理学や発育発達学

の分野でのシンポジウムに取り上げられてい

る．その対象は，体育授業から競技スポーツ

までと幅広いが，いずれにせよ，子どもの心

身の健全な成長に運動やスポーツが寄与する

可能性を探るものであり，体育・スポーツ科

学分野にとって重要なテーマである． 

本研究は，競技的要素を含むスポーツ活動

を対象とする．子どものスポーツの現状には，

低年齢層からの活動開始，単一種目への早期

からの専心といった特徴があり，またその競

技レベルは年々高まっている．子どもは活動

を通し，競技に必要な技術・戦術だけでなく，

自身の生き方を形成していく．一方，子ども

の親の多くは，スポーツによる子どもの健全

な成長を願いつつ，物心両面からの支援を介

して積極的に子どもに関わる．スポーツによ

る子どもの健全な成長を期待するならば，身
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近な存在である親の果たす役割が重要である

ことは言うまでもない．したがって，スポー

ツを通じた親と子の相互関係を詳細に捉え，

その関係が子どもの成長や活動にどのように

寄与するかを明らかにする必要がある． 

ところで，欧米を中心とする子どものスポ

ーツ活動における親子の関係を扱った従来の

研究では，質問紙などを用いた調査研究が多

く，研究結果として，平均的な親の関わりの

様相や，親の関わりと子どもの心理的発達と

の関係が明らかにされてきた．しかし，本研

究者は，それらの研究では，親の関わりの扱

い方があまりに表層的であると指摘し，子ど

もに対する親の関わりを，親から子どもへ伝

えられる“メッセージ”という新たな視点を

導入した．つまり，日常的に展開している親

のそれぞれの関わりが，子どもへどのような

意味内容として伝わっているのかに注目した．

そして，親の関わりは，複数のメッセージか

ら構成され，それらが子どものスポーツ活動

での認知・情動的態度に密接に関係している

ことを明らかにしてきた（武田・中込，2002：

武田・中込，2003）． 

こうした一連の研究により，親の関わりの

具体的内容が明らかとなったが，一方で，親

の行為が子どもの心理的発達（人格形成）に

どのように作用してきたのか，といった詳細

なメカニズムを捉えるには至っていない．  

そこで本研究では，競技スポーツを行って

きた選手とその親との相互関係のパターンを

検討することを目的とした．  

本研究は，親がどのような心構えを持ち子

どもを支えることが重要となるか，という現

場に関わる者が日常抱く問いに答えること

になる．これは，子どものより良いスポーツ

環境の構築につながることは当然のこと，体

育・スポーツ科学そして文化の発展に貢献す

る． 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，競技レベルの高い環境で

育った選手の成長過程における親と子の相互

関係のパターンを明らかにすることである．

そして子どもの心理的発達における各パター

ンの影響差を検討する． 

本研究目的を達成するため次のような課題

を設定する．  

検討課題1：子どものスポーツにおける親と子

の相互関係パターンを“メッセージ”とい

う視点から同定し，尺度（スポーツ活動に

おける親子関係診断尺度）作成を試みる． 

検討課題2：青年・成人競技者の回顧的資料及

び青年・成人競技者の心理臨床事例から，

親と子の相互関係パターンが，選手の競技

を通した心理的発達（人格の発達）にどの

ように作用してきたかを力動的に捉え検

討する． 

 

３．研究の方法 

（1）検討課題1 

準備期：親子の相互関係パターンを同定する

尺度の構成に向けて，本研究者がこれまでに

作成した親の関わり尺度を加筆・修正する．

ここでは，親から子どもへ伝えられるメッセ

ージ（意味内容）を反映し，“支配型”“養護

型”“放任型”“服従型”などを仮定した尺度

構成を試みる．  

調 査  

対象者：小学校高学年から中学生年代の男子

サッカー選手500名程度． 

方 法：質問紙法  

調査内容：作成された親子相互関係パターン

尺度 

調査予定地域：全国各地にあるJリーグの各チ

ームのホームタウン． 

分析とまとめ：統計的処理を行う． 

 

（2）検討課題2 

対象者：青年・成人アスリート若干名． 

方 法：心理臨床的接近法，及びインタビュ

ー調査．調査事例では，対象者に競技ヒスト

リーを語ってもらう中で，特に親の関わりに

ついて振り返ってもらう． 

心理臨床においては，相談にやって来る選手

の語る内容を的確に捉えるため，定期的に行

われる事例検討会への発表や，経験豊富な臨

床心理士やスポーツカウンセラーのスーパー

バイズを積極的に受ける． 

 

４．研究成果 

（1）親子関係パターンの尺度の再構築 

本研究者がこれまでに作成した尺度は，全

部で32項目，7つの下位尺度（自信強化，間接

承認，援助，統制，結果指向，価値，情動評

価）から構成されているため，パターン化す

るには煩雑であった．そこで，次の分析手順

を経て，全20項目，4つの下位尺度から構成さ

れる尺度への修正を試みた．データには，964

名の父母の回答を使用した．最初に，4因子を

設定し，因子分析を行った．その後，因子負

荷量の高い項目5つを抽出し，合計20項目を用

いて再度4因子を設定し，因子分析を行った．

下位尺度名として，「統制」（F1），「サポ

ート」（F2），「間接承認」（F3），「情動

評価」（F4）とした． 

次に，親の関わりに対するジュニア選手の



認知パターンを探るために，改訂尺度の下位

尺度項目に対する回答を用いて，クラスター

分析を行った．データには，481 名のジュニ

ア選手（小学 5 年-中学 2 年）の回答を用い

た．クラスターを 4 に設定して，4 つのクラ

スターを抽出した．各クラスターに分類され

た選手の特徴を把握するため，親の行動尺度

得点をグラフ化した（図 1）．クラスターの

特徴は次のとおりである． 

C-1：すべての下位尺度得点が高く，積極的

な親の関わりを受けている選手．積極的型．

167 名と人数は一番多い．全体的に高得点

であるため，やや過剰な親への意識を持っ

ていると考えられる． 

C-2：C-1 と対照的に，すべての得点が低く，

親の関わりをさほど意識していない選手

像である．消極的型と言え，人数は 47 名

で一番少ない． 

C-3：統制，サポート，情動評価は，ほぼ同

じような得点であるが，間接承認得点が高

い．これは，行動に現れる親の関わりを認

識すると共に，行動に現れなくとも，恒常

的に親のポジティブな支え（安全感）を受

けている選手．安全型と言える． 

C-4：C-3 と同様に，統制，サポート，情動評

価の得点は，ほぼ同等であるが，間接承認

の得点がやや低い．直接的な親の関わりに

対して感受性の高い選手と考えられる．高

感受性型と言える． 

 

次に，各クラスターに分類された選手の認

知する日常生活での養育態度の特徴を捉える

ため，下位尺度（拒否，支配，保護，服従）

得点をグラフ化した（図2）．各クラスターの

養育態度の特徴は次のとおりである． 

C-1：拒否のみやや低く，服従，支配，保護

いずれも他のクラスターよりも高い得点．

スポーツでの親の関わりに対しても意識

が高い．スポーツ・日常生活と区別なく，

選手への積極的な関わりが想像される． 

C-2：服従，保護が低く，支配，拒否得点が

高い．スポーツに対する親の関わり得点は

全体的に低い．ポジティブに捉えれば，自

我の発達に伴い，親への意識が少なくなっ

てきていると考えられるが，一方で，自分

を見てくれない（拒否），親にコントロー

ルされている（支配）などの背景も若干懸

念される． 

C-3：いずれも 50 点に近く，バランスがよく

標準的な養育態度と考えられる（本対象者

の範囲では）．健康的な親の養育態度であ

ると仮定すると，スポーツに対する親の関

わりにおいても，安全感を抱いている選手

像を描くことができる． 

C-4：C-3 とほぼ同じであるが，若干，拒否得

点が高い．先に，親の関わりに対して高感

受性であると指摘したが，親に対する意識

が高いからこそ，拒否的な態度にも敏感と

も考えられる． 

 

 

以上のように，尺度の再構成を試みたが，本

来の目的であるパターン分けには，さらに詳

細な分析が必要と考えられた． 

 

（2）事例の検討 

親の関わりが，子どもの心理的発達にどの

ように影響を与えているのかを検討するた

めに，心理臨床による実践及びインタビュー

調査を行った．ここでは，調査事例として扱

ったひとつのケースを報告する． 

 

事例 A  20 歳 男性 競技 B 

事例中の「斜字」は対象者，『斜字』は対象

者の語る他者の言葉，（）は付帯情報を示す． 

小学生のころから高い素質に恵まれた Aは，

徐々に Bに真剣に取り組むようになる．同時

に，両親が頻繁に試合を見に来るようになる．
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図 2 各クラスターの養育態度得点のグラフ 
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図 1 各クラスターの親の関わり得点のグラフ 



実力が功を奏し，中学時代は名門チームでプ

レーすることになる．自宅からチームまでは

車での長時間移動のため，毎日父親が送り迎

えをした．レギュラーに入れず苦しい時期も

あったが，その時の親の関わりについては，

「特に何もしてくれなかった．『早く怪我直
しな』と言うくらい」と語るように，積極的

過ぎずかつ見放すこともない程よい関わり

であった．しかし，中学生の後半くらいから

は，「親も Bを知り始めたのか知らないけど，
いろんなことを言ってきた．『お前は気持ち
が弱いからもっと強くいけ』など」．しかし，

反抗期でもあったことから，A は父親の言わ

れることを受け入れることはできなかった．

しかし，親から言われることはすべて自分の

弱いところを指摘している的確なものであ

ったとも述べている．  

高校時代は，中学時代ほどの積極的な親の

関わりはなかったようである．これには，

「『中学校までは世話するけど，高校からは
自分で考えろ．後はお前次第だ』って言われ
ていた」と，親の持つ教育的価値観が反映さ

れているようである．親と接する時間が減っ

たことについて，「ちょっとホッとした部分
もあって，でも逆に複雑みたいな」と，親の

変化に少し戸惑いもあったようである． 高

校時代でも，B についての会話が中心であっ

た．その内容は，「中学時代と同じでメンタ
ルですね．『もっと激しく．点を決めるポジ
ションだからもっとわがままに』と．親だか
ら僕の性格知っているのかわかんないけど，
僕はどっちかというとわがままではない．プ
レーでは確実な方を選ぶ．決められた感じで
やっちゃう．でも，親には『前向いて勝負し
ろ．もっとわがままにしろ』って言われて．
確かにその通りだなと．でもやっぱ基本は変
わんないかもしれないです．ベースはそんな
変わんないですね．確実なプレーをしてしま
う．」と，これまでと同じように B のことに

ついて父親から言われ続けるが，彼の成長と

ともに，親からの言葉を受け止め，自分の中

に取り込もうとする姿勢が窺える．A は，高

校時代もレギュラー争いをする中で，陽の目

を浴びない時間を過ごすこともあったが，こ

の時期には，A に備わった自信が，彼を支え

ているようであった．これについて，親から

一貫して言われ続けてきたことがある．「小
さい頃から，『お前はやれる』ってことはよ
く言われていました．『トップのレベルでや
れる．ここで終るような奴じゃない．』とは

よく言われました．自信にはなったと思いま
す．」このように，幼少期から一貫して A の

ことをポジティブに支える親の姿勢を，A 自

身が受け止めてきており，それが彼の競技に

対するモチベーションの維持，さらに父親と

の繋がりを構築しているように感じられる．  

父親からのプレーに対する要求は，父親の

生き方そのものをメッセージとして含み，A

に送られ続けているようであった．しかし，

A のプレー自体は父親の生き方とは反する安

全で確実なものであった．父親の影を子ども

が引き受けているとも捉えることができる． 

 

本研究では，高い競技レベルの中で，子ど

もたちが親からどのような影響を受けてい

るのかを，親子の関わりのパターンから検討

することを目的としてきた．事例から示され

るように，ひとつの関わり方の形があるので

なく，その関わり方の中に，干渉的な部分，

寛容な部分などが混在している．いずれにせ

よ，親の生き方そのものが，子どものスポー

ツへの関わりに反映され，子どもたちはそれ

に応えようとプレーしているとも読み取れ

る．今後は，事例を重ねる中で，ジュニア選

手が各自の父親像あるいは母親像，言いかえ

れば，男性性，女性性機能をどのように育ん

でいくのかを検討することが必要であろう． 
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